








 

〔要約〕 

 上肢自然落下位置より、肩関節 30゜前挙、肘関節 40゜屈曲し、前腕下端掌側

皮膚面にて到達する前方の target を指示させる場合の肩関節と肘関節の連合

運勤を、歩行解析装置(Medelec 社製 Polgon)を応用して検討した。その結果、

Duchenne 型筋ジストロフィー症(Duchenne MD)では運動の過程で、ある肩関節

角度に対する肘関節角度が過少になる型(Concave type)と、逆に過大になる型

(Convex type)の 2 型が各々有意に多く、脊髄性進行性筋萎縮症(SPMA)では

Convex type が多い傾向があった。徒手筋力テストとの比較では、肩関節前挙

力が肘関節屈曲力に比べて弱いと判断された症例でConcave typeが有意に多か

った。従って本検査は、肩関節前挙と肘関節屈曲に関係する筋群の筋力低下の

割合の相異を判定するのに参考になると考えた。 


